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Gemini 1.5 Pro 

「モーターコアの性能を素材の工夫で大幅に向上させる」アイデアを１０個創出してください。アイ

デアは、発明の概要、発明の課題、課題の解決手段、発明の効果に分けて記載してください。 

コピー 

モーターコアの性能を素材の工夫で大幅に向上させるア

イデア 10 選 
以下に、モーターコアの性能を素材の工夫で大幅に向上させるアイデアを 10 個提案します。 

 

アイデア 1： ナノ結晶磁性材料を用いた高飽和磁束密度コア 

• 発明の概要: ナノ結晶構造を持つ磁性材料を用いることで、従来材料よりも高い飽和

磁束密度を実現するモーターコアを開発する。 

• 発明の課題: 従来の電磁鋼板では、飽和磁束密度が低いため、モーターの高出力化

に限界があった。 

• 課題の解決手段: 鉄系、コバルト系、またはフェライト系などの磁性材料をナノ結晶化

することで、結晶粒界での磁気異方性を低減し、飽和磁束密度を向上させる。 

• 発明の効果: モーターの小型化、高出力化が可能となり、省エネルギーにも貢献す

る。 

アイデア 2： アモルファス金属を用いた低鉄損コア 

• 発明の概要: アモルファス金属材料を用いることで、ヒステリシス損失と渦電流損失を

大幅に低減したモーターコアを開発する。 

• 発明の課題: 従来の電磁鋼板では、高周波駆動時に鉄損が大きくなり、モーターの効

率が低下する。 

• 課題の解決手段: 鉄系、コバルト系、ニッケル系などのアモルファス金属材料をモータ

ーコアに用いることで、規則的な結晶構造を持たないため、磁壁移動がスムーズにな

り、ヒステリシス損失を低減する。また、電気抵抗率が高いため渦電流損失も低減さ

れる。 

• 発明の効果: モーターの高効率化、省エネルギー化、特に高周波駆動時の性能向上

が見込める。 

アイデア 3： 積層異方性材料を用いた高周波特性コア 

• 発明の概要: 異なる磁気特性を持つ材料を積層することで、特定の周波数帯域で優

れた特性を発揮するモーターコアを開発する。 

• 発明の課題: 広い周波数帯域で駆動されるモーターにおいて、特定の周波数で鉄損

が増加したり、インダクタンスが変化したりする。 

• 課題の解決手段: 高透磁率材料と低鉄損材料を交互に積層することで、特定の周波

数におけるインピーダンス整合を行い、鉄損を抑制する。 

• 発明の効果: 広帯域での高効率駆動が可能となり、インバータ制御との相性が向上

する。 

アイデア 4： 磁性粒子配向制御技術による高透磁率コア 



 2 / 3 
 

• 発明の概要: 磁性微粒子を特定の方向に配向させることで、高い透磁率を実現するモ

ーターコアを開発する。 

• 発明の課題: 従来の電磁鋼板では、透磁率が低いため、モーターの起動トルクや効

率が低下する。 

• 課題の解決手段: 磁性微粒子を樹脂などに分散させ、磁場中で成形することで、磁化

容易軸を揃え、透磁率を向上させる。 

• 発明の効果: モーターの高トルク化、高効率化、始動特性の向上が見込める。 

アイデア 5： 自己修復材料を用いた長寿命コア 

• 発明の概要: 微細な損傷を自己修復する機能を持つ材料を用いることで、長寿命なモ

ーターコアを開発する。 

• 発明の課題: モーターコアは、振動や熱応力により劣化し、性能が低下する。 

• 課題の解決手段: 自己修復材料として、マイクロカプセルに封入された修復剤を用い

る。コアに損傷が生じると、マイクロカプセルが破壊され、修復剤が放出され、損傷部

分を修復する。 

• 発明の効果: モーターの長寿命化、信頼性向上に貢献する。 

アイデア 6： 熱伝導性材料を用いた放熱性向上コア 

• 発明の概要: 熱伝導性に優れた材料を用いることで、モーターコアの放熱性を向上さ

せる。 

• 発明の課題: モーターコアは、鉄損により発熱し、性能低下や寿命短縮の原因とな

る。 

• 課題の解決手段: アルミニウム、銅などの高熱伝導性材料をモーターコアに複合化し

たり、コア自体に放熱構造を設けたりすることで、放熱経路を確保する。 

• 発明の効果: モーターの高出力化、高効率化、長寿命化に貢献する。 

アイデア 7： 3D プリンティング技術を用いた複雑形状コア 

• 発明の概要: 3D プリンティング技術を用いることで、従来加工では困難な複雑形状の

モーターコアを製造する。 

• 発明の課題: 従来のプレス加工では、複雑な形状のモーターコアを製造することが困

難であった。 

• 課題の解決手段: 金属粉末焼結法や光造形法などの 3D プリンティング技術を用いる

ことで、複雑な形状のモーターコアを一体成形する。 

• 発明の効果: モーターの設計自由度が向上し、性能向上、小型化、軽量化などが期

待できる。 

アイデア 8： 形状記憶合金を用いた振動抑制コア 

• 発明の概要: 形状記憶合金を用いることで、モーターコアの振動を抑制する。 

• 発明の課題: モーターコアは、電磁力により振動し、騒音や振動の原因となる。 

• 課題の解決手段: 形状記憶合金をモーターコアに組み込むことで、振動エネルギーを

吸収し、振動を抑制する。 

• 発明の効果: モーターの低騒音化、低振動化、耐久性向上に貢献する。 

アイデア 9： バイオプラスチックを用いた環境負荷低減コア 
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• 発明の概要: バイオプラスチックをモーターコアの素材に用いることで、環境負荷を低

減する。 

• 発明の課題: 従来の電磁鋼板は、製造過程や廃棄時に環境負荷が高い。 

• 課題の解決手段: 植物由来のバイオプラスチックをモーターコアの素材に用いること

で、カーボンニュートラル化に貢献する。 

• 発明の効果: 環境負荷低減、持続可能な社会の実現に貢献する。 

アイデア 10： カーボンナノチューブを用いた軽量高強度コア 

• 発明の概要: カーボンナノチューブを複合材料として用いることで、軽量かつ高強度な

モーターコアを開発する。 

• 発明の課題: モーターコアは、軽量化と高強度化の両立が求められる。 

• 課題の解決手段: カーボンナノチューブを樹脂などに分散させ、モーターコアに用いる

ことで、軽量化と高強度化を両立する。 

• 発明の効果: モーターの高出力密度化、省エネルギー化、輸送機器の軽量化に貢献

する。 

コピー 

最初のアイデアについて、特許請求の範囲の案を提案してください。 

コピー 

 



 1 / 3 
 

Claude 3.5 Sonnet 

「モーターコアの性能を素材の工夫で大幅に向上させる」アイデアを１０個創出してください。アイ

デアは、発明の概要、発明の課題、課題の解決手段、発明の効果に分けて記載してください。 

コピー 

以下に、モーターコアの性能を素材の工夫で大幅に向上させるアイデアを 10 個提案します。各ア

イデアは、発明の概要、発明の課題、課題の解決手段、発明の効果に分けて記載しています。 

• ナノ結晶軟磁性材料の適用 

発明の概要：従来の珪素鋼板に代わり、ナノ結晶軟磁性材料をモーターコアに使用する。 

発明の課題：従来の珪素鋼板では、高周波領域での鉄損が大きく、効率が低下する。 

課題の解決手段：ナノ結晶軟磁性材料を用いることで、結晶粒径を極小化し、渦電流損失を低減

する。 

発明の効果：高周波領域での鉄損が大幅に低減され、モーターの効率が向上する。 

• アモルファス金属薄帯の積層構造 

発明の概要：アモルファス金属薄帯を積層してモーターコアを形成する。 

発明の課題：従来の珪素鋼板では、磁気特性の異方性により、効率が低下する。 

課題の解決手段：等方的な磁気特性を持つアモルファス金属薄帯を積層することで、磁気特性の

均一化を図る。 

発明の効果：磁気特性の均一化により、モーターの効率と出力が向上する。 

• 高珪素含有電磁鋼板の採用 

発明の概要：珪素含有量を 6.5%以上に高めた電磁鋼板をモーターコアに使用する。 

発明の課題：従来の珪素鋼板では、鉄損が大きく、高効率化に限界がある。 

課題の解決手段：珪素含有量を増やすことで、電気抵抗を高め、渦電流損失を低減する。 

発明の効果：鉄損が低減され、モーターの効率が向上する。 

• カーボンナノチューブ複合材料の適用 

発明の概要：カーボンナノチューブと軟磁性材料の複合材料をモーターコアに使用する。 

発明の課題：従来の材料では、高周波領域での渦電流損失が大きい。 

課題の解決手段：カーボンナノチューブの高い電気伝導性と軟磁性材料の磁気特性を組み合わ

せ、渦電流を効果的に抑制する。 

発明の効果：高周波領域での損失が低減され、モーターの効率と応答性が向上する。 

• 磁性ナノ粒子分散ポリマー複合材料 
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発明の概要：磁性ナノ粒子を高分子材料中に均一分散させた複合材料をモーターコアに使用す

る。 

発明の課題：従来の金属材料では、高周波領域での損失が大きく、軽量化も困難である。 

課題の解決手段：磁性ナノ粒子の優れた磁気特性と高分子材料の軽量性・絶縁性を組み合わせ

る。 

発明の効果：高周波損失の低減と軽量化が同時に実現され、モーターの効率と出力密度が向上

する。 

• 傾斜機能材料の適用 

発明の概要：磁気特性が徐々に変化する傾斜機能材料をモーターコアに使用する。 

発明の課題：従来の均一材料では、磁束の集中による局所的な損失が発生する。 

課題の解決手段：磁気特性を空間的に制御することで、磁束の流れを最適化する。 

発明の効果：磁束の均一化により、局所的な損失が低減され、モーターの効率が向上する。 

• 磁性流体含浸多孔質構造 

発明の概要：多孔質の軟磁性材料に磁性流体を含浸させた構造をモーターコアに採用する。 

発明の課題：従来の固体材料では、熱伝導性と冷却効率が低い。 

課題の解決手段：磁性流体の流動性を利用して、効率的な熱伝導と冷却を実現する。 

発明の効果：モーターの冷却効率が向上し、高出力密度化が可能になる。 

• 超伝導材料のハイブリッド構造 

発明の概要：高温超伝導材料と従来の軟磁性材料を組み合わせたハイブリッド構造をモーターコ

アに採用する。 

発明の課題：従来の材料では、電気抵抗による損失が避けられない。 

課題の解決手段：超伝導材料を部分的に使用することで、電気抵抗をゼロに近づける。 

発明の効果：電気抵抗による損失が大幅に低減され、モーターの効率が飛躍的に向上する。 

• ナノコンポジット磁性材料 

発明の概要：ナノスケールの軟磁性相と硬磁性相を複合化したナノコンポジット磁性材料をモータ

ーコアに使用する。 

発明の課題：従来の単一相材料では、高い磁束密度と低い保磁力の両立が困難である。 

課題の解決手段：軟磁性相と硬磁性相の交換結合を利用して、優れた磁気特性を実現する。 

発明の効果：高い磁束密度と低い保磁力が両立され、モーターの出力密度と効率が向上する。 
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• 自己修復型磁性材料 

発明の概要：微小な損傷を自己修復する機能を持つ磁性材料をモーターコアに使用する。 

発明の課題：従来の材料では、使用に伴う劣化や損傷が避けられない。 

課題の解決手段：自己修復機能を持つポリマーマトリックスに磁性粒子を分散させ、微小な亀裂

や損傷を自動的に修復する。 

発明の効果：モーターコアの耐久性が向上し、長期的な性能維持が可能になる。 

これらのアイデアは、モーターコアの性能を素材の工夫によって大幅に向上させることを目指して

います。実際の応用には、さらなる研究開発や技術的な検討が必要となります。 

コピー 

最初のアイデアについて、特許請求の範囲の案を提案してください。 

コピー 

 



 1 / 4 
 

Claude 3 Opus 

「モーターコアの性能を素材の工夫で大幅に向上させる」アイデアを１０個創出してください。アイ

デアは、発明の概要、発明の課題、課題の解決手段、発明の効果に分けて記載してください。 

コピー 

• 発明の概要：高熱伝導性セラミックを使用したモーターコア 発明の課題：従来のモー

ターコアでは熱放散が不十分で、性能が制限される 課題の解決手段：高熱伝導性セ

ラミックを使用することで、効果的な熱放散を実現 発明の効果：モーターの温度上昇

を抑制し、高出力化と長寿命化を達成 

• 発明の概要：ナノ結晶軟磁性合金を使用したモーターコア 発明の課題：従来の軟磁

性材料では高周波損失が大きく、効率が低下する 課題の解決手段：ナノ結晶軟磁性

合金を使用することで、高周波損失を低減 発明の効果：高周波駆動時のモーター効

率を向上し、省エネルギー化を実現 

• 発明の概要：積層構造の磁性シートを使用したモーターコア 発明の課題：渦電流損

失によるモーターの発熱と効率低下 課題の解決手段：磁性シートを積層することで、

渦電流損失を低減 発明の効果：モーターの発熱を抑制し、効率と出力を向上 

• 発明の概要：異方性磁性材料を使用したモーターコア 発明の課題：等方性磁性材料

では磁束密度が制限され、高出力化が困難 課題の解決手段：異方性磁性材料を使

用することで、特定方向の磁束密度を増大 発明の効果：モーターの高出力化と小型

化を実現 

• 発明の概要：グラフェンを含有した複合磁性材料を使用したモーターコア 発明の課

題：従来の磁性材料では熱伝導性と電気伝導性が不十分 課題の解決手段：グラフェ

ンを含有した複合磁性材料を使用し、熱伝導性と電気伝導性を向上 発明の効果：モ

ーターの放熱性と効率を向上し、高出力化を実現 

• 発明の概要：形状記憶合金を使用したモーターコア 発明の課題：温度変化によるモ

ーターコアの変形と性能劣化 課題の解決手段：形状記憶合金を使用し、温度変化に

対する形状安定性を確保 発明の効果：モーターの性能を安定化し、信頼性を向上 

• 発明の概要：自己冷却機能を持つ磁性材料を使用したモーターコア 発明の課題：モ

ーターの発熱による性能低下と寿命の短縮 課題の解決手段：自己冷却機能を持つ

磁性材料を使用し、発熱を抑制 発明の効果：モーターの性能を維持し、長寿命化を

実現 

• 発明の概要：ハイブリッド磁性材料を使用したモーターコア 発明の課題：単一の磁性

材料では望ましい特性のすべてを満たすことが困難 課題の解決手段：複数の磁性

材料を組み合わせたハイブリッド構造を採用 発明の効果：各磁性材料の長所を活か

し、モーターの総合的な性能を向上 

• 発明の概要：傾斜機能材料を使用したモーターコア 発明の課題：モーターコア内の応

力集中による性能劣化と信頼性の低下 課題の解決手段：傾斜機能材料を使用し、

応力を緩和する 発明の効果：モーターの性能と信頼性を向上し、長寿命化を実現 

• 発明の概要：自己修復機能を持つ磁性材料を使用したモーターコア 発明の課題：モ

ーターコアのクラックや劣化による性能低下 課題の解決手段：自己修復機能を持つ

磁性材料を使用し、クラックや劣化を自動的に修復 発明の効果：モーターの性能を

維持し、メンテナンス性と信頼性を向上 
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コピー 

最初のアイデアについて、特許請求の範囲の案を提案してください。 

コピー 

高熱伝導性セラミックを使用したモーターコアに直結するニーズの候補として、以下のようなもの

が考えられます。 

• 電気自動車用モーター 

• 高出力かつ小型・軽量なモーターが求められる電気自動車において、高

熱伝導性セラミックを使用したモーターコアにより、冷却性能を向上させ、

高出力密度を実現できる。 

• 産業用ロボットのアクチュエーター 

• 産業用ロボットの高速化・高精度化に伴い、アクチュエーターの高出力化

と冷却性能の向上が求められる。高熱伝導性セラミックを使用したモータ

ーコアにより、これらの要求を満たすことができる。 

• 高速スピンドルモーター 

• 工作機械の高速化に伴い、スピンドルモーターの高速回転と冷却性能の

向上が必要とされる。高熱伝導性セラミックを使用したモーターコアによ

り、高速回転時の発熱を抑制し、安定した性能を維持できる。 

• 航空機用モーター 

• 航空機では、軽量かつ高信頼性のモーターが求められる。高熱伝導性セ

ラミックを使用したモーターコアにより、冷却性能を向上させ、高出力化と

長寿命化を実現できる。 

• 医療機器用モーター 

• 医療機器では、小型・高精度なモーターが必要とされる。高熱伝導性セラ

ミックを使用したモーターコアにより、冷却性能を向上させ、安定した性能

を維持できる。 

• 風力発電用モーター 

• 風力発電では、大型かつ高効率なモーターが求められる。高熱伝導性セ

ラミックを使用したモーターコアにより、冷却性能を向上させ、高出力化と

長寿命化を実現できる。 

• 鉄道車両用モーター 

• 鉄道車両では、高出力かつ高信頼性のモーターが必要とされる。高熱伝

導性セラミックを使用したモーターコアにより、冷却性能を向上させ、安定

した性能を維持できる。 

• 家電用モーター 

• 家電製品では、小型・高効率なモーターが求められる。高熱伝導性セラミ

ックを使用したモーターコアにより、冷却性能を向上させ、省エネルギー化

を実現できる。 

これらのニーズは、高出力化、小型化、軽量化、高効率化、高信頼性化など、様々な産業分野に

おける要求に対応するものです。高熱伝導性セラミックを使用したモーターコアは、これらのニー

ズを満たす有望な技術として期待されます。 

コピー 
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生成したアイデアを軸にして展開可能な事業化ストーリーを提案してください。 

コピー 

高熱伝導性セラミックを使用したモーターコアを軸として、以下のような事業化ストーリーが考えら

れます。 

• 研究開発段階 

• 高熱伝導性セラミックの材料設計と最適化 

• モーターコアの設計と試作 

• 性能評価と改良 

• 特許出願と知的財産権の確保 

• 市場調査と事業計画の策定 

• 潜在的な顧客とニーズの特定 

• 競合技術の分析と差別化要因の明確化 

• 事業規模と成長性の予測 

• 事業計画の策定と資金調達 

• パートナーシップの構築 

• セラミック材料メーカーとの提携 

• モーターメーカーとの共同開発 

• 大学や研究機関との共同研究 

• 販売チャネルの確保 

• 試作品の提供とフィードバックの収集 

• 潜在的な顧客へ試作品を提供 

• 実際の使用環境でのデータ収集とフィードバック 

• 製品の改良と最適化 

• 量産体制の確立 

• 製造プロセスの最適化と自動化 

• 品質管理体制の構築 

• コスト削減施策の実施 

• 供給チェーンの確立 

• 販売戦略の実行 

• 主要な顧客への営業活動 

• 展示会や学会での製品アピール 

• ウェブサイトやカタログでの製品情報の提供 

• 技術サポートとアフターサービスの充実 

• 新たな市場の開拓 

• 新たな用途や産業分野の探索 

• 海外市場の開拓 

• 製品ラインナップの拡充 

• 継続的な研究開発による次世代製品の開発 

• 事業の拡大と発展 

• 生産能力の拡大 

• 販売網の拡充 
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• 収益性の向上 

• 事業の多角化と持続的な成長 

この事業化ストーリーは、高熱伝導性セラミックを使用したモーターコアの研究開発から始まり、

市場調査、パートナーシップの構築、試作品の提供、量産体制の確立、販売戦略の実行、新たな

市場の開拓、事業の拡大と発展へと続きます。各段階で適切な意思決定と戦略的な取り組みを

行うことで、事業を成功に導くことができると考えられます。 

コピー 

 



Perplexity Web 検索 

「モーターコアの性能を素材の工夫で大幅に向上させる」アイデアを１０個創出してください。アイ

デアは、発明の概要、発明の課題、課題の解決手段、発明の効果に分けて記載してください。 

コピー 

以下は、モーターコアの性能を素材の工夫で大幅に向上させるための 10 個のアイデアです。 

アイデア 1: レアアースフリー磁石材料の開発 
発明の概要 
レアアースを使用しない高性能磁石材料の開発。例として、TbCu7 型 SmFe 合金を使用したボン

ド磁石材料の開発。 

発明の課題 
レアアースの供給リスクと高コスト。 

課題の解決手段 
新しい合金構成（TbCu7 型 SmFe 合金）を使用し、窒素処理無しから合成可能な技術の開発. 

発明の効果 
レアアース依存性の減少とコスト削減、環境への影響の軽減。 

アイデア 2: 高効率な磁石材料の熱プラスマ法による合

成 
発明の概要 
熱プラスマ法を用いた多組成粉末の 1 プロセス合成技術の開発。 

発明の課題 
従来の合成方法の効率と品質の向上。 

課題の解決手段 
熱プラスマ法を用いて高スループットで高品質な磁石材料を合成する技術の開発. 

発明の効果 
磁石材料の品質と生産効率の向上。 



アイデア 3: 炭素繊維強化プラスチック（CFRP）を用いた

モーターコアサポート 
発明の概要 
CFRP を用いてモーターコアのサポート構造を軽量化し、剛性を向上させる。 

発明の課題 
モーターコアの重量と剛性のバランス。 

課題の解決手段 
日産独自の CFRP 生産技術（C-RTM 工法）を適用して、軽量かつ高剛性のサポート構造を実現. 

発明の効果 
モーターコアの重量軽減と剛性の向上、全体的なモーターの効率向上。 

アイデア 4: 高張力鋼板（ハイテン）を用いたモーターコ

アの構造材 
発明の概要 
高張力鋼板（ハイテン）を用いてモーターコアの構造材を強化する。 

発明の課題 
モーターコアの強度と軽量化のバランス。 

課題の解決手段 
日本の鉄鋼メーカーが強みを持つ冷間加工用の高張力鋼板を使用し、熱間加工用のホットスタン

プ材に匹敵する強度を実現. 

発明の効果 
モーターコアの強度向上と軽量化、環境負荷の減少。 

アイデア 5: アルミ合金と鉄のハイブリッド材の開発 
発明の概要 
アルミ合金と鉄を組み合わせたハイブリッド材を用いてモーターコアの構造材を開発。 

発明の課題 



異なる素材間の接合の難易度。 

課題の解決手段 
テーラードブランク工法や新しい接合技術（溶接化など）を適用して、アルミ合金と鉄を一体化した

材を開発. 

発明の効果 
モーターコアの軽量化と強度の向上、製造コストの削減。 

アイデア 6: セラミックス複合材（CMC）を用いたモーター

コアの保護シェル 
発明の概要 
セラミックス複合材（CMC）を用いてモーターコアの保護シェルを開発。 

発明の課題 
モーターコアの高温耐性と保護。 

課題の解決手段 
CMC の高温耐性と強度を活用して、モーターコアを保護するシェルを開発. 

発明の効果 
モーターコアの耐久性と保護性能の向上。 

アイデア 7: 加 itive Manufacturing（AM）を用いたモー

ターコアの製造 
発明の概要 
AM 技術を用いてモーターコアの複雑な形状を実現し、性能を向上させる。 

発明の課題 
従来の製造方法では実現困難な複雑な形状。 

課題の解決手段 
AM 技術を適用して、短納期・大量生産可能な素材を使用し、制震性能など魅力的な機能を付加. 

発明の効果 



モーターコアの形状自由度の向上と性能の改善。 

アイデア 8: マテリアルズ・インフォマティクスを用いた新

機能の提案 
発明の概要 
マテリアルズ・インフォマティクスを用いて新しい素材の特性を予測し、モーターコアの性能向上を

目指す。 

発明の課題 
新しい素材の特性の予測と最適化。 

課題の解決手段 
データ駆動型の材料開発プラットフォームを使用して、新しい素材の特性を予測し、最適な材料を

選定. 

発明の効果 
モーターコアの性能向上と新機能の実現。 

アイデア 9: 高周波炉を用いた鋳造工程の電化 
発明の概要 
高周波炉を用いて鋳造工程を電化し、モーターコアの製造プロセスを効率化。 

発明の課題 
従来の燃料（軽油やガス等）に依存した鋳造工程。 

課題の解決手段 
高周波炉を適用して電化し、直接熱エネルギーを伝える新しい代替クリーン燃料の開発. 

発明の効果 
製造プロセスの効率化と環境負荷の減少。 

アイデア 10: 磁石材料のセリウム高品位化と低品位化

合物の利用 
発明の概要 
セリウムの高品位化と低品位化合物を用いて磁石材料の性能を向上させる。 



発明の課題 
磁石材料の性能向上とコスト削減。 

課題の解決手段 
セリウム高品位化と低品位化合物を用いた触媒性能向上と自動車排ガス浄化触媒への適用. 

発明の効果 
磁石材料の性能向上とコスト削減、環境への影響の軽減。 

コピー 

最初のアイデアについて、特許請求の範囲の案を提案してください。 

コピー 

「レアアースフリー磁石材料の開発」に直結するニーズの候補を以下のように多角的に予測、提

案できます。 

環境とサステナビリティへのニーズ 
• 環境負荷の減少: レアアースの採掘と加工は環境に大きな負担をかけるため、レアア

ースフリー磁石材料の開発は環境保護とサステナビリティを促進することが期待され

る. 

• 炭素排出量の削減: 新しい磁石材料は炭素排出量を 70%削減できるため、気候変動

対策にも寄与する. 

経済と供給安定性へのニーズ 
• 供給リスクの軽減: レアアースの供給は主に中国が独占しており、供給途絶のリスク

が高い。レアアースフリー磁石材料の開発はこのリスクを軽減する. 

• コスト競争力の向上: レアアースフリー磁石材料はコストを 20%削減できるため、企業

の競争力が向上する. 

技術と性能へのニーズ 
• 高性能維持: レアアースフリー磁石材料でも高性能を維持する必要があり、特に電動

車や風力発電などの分野で重要となる. 

• 多様な用途への適用: 永久磁石は自動車、風力発電、携帯電話、家電など幅広い用

途で使用されるため、レアアースフリー磁石材料もこれらの用途に適応できる必要が

ある. 

政策と規制へのニーズ 



• 政府レベルのサポート: 日本、米国、欧州などの政府はレアアースフリー磁石材料の

開発を促進するための政策や規制を整備している。例えば、米国では通商拡大法第

232 条調査を実施し、国内での生産体制を強化するための資金支援が行われてい

る. 

• 国際協力: レアアースフリー磁石材料の開発には日本、アメリカ、欧州などの国際協

力が必要であり、サプライチェーンの強化や技術の共有が求められる. 

社会と市場へのニーズ 
• 電動化とデジタル化の進展: 電気自動車や風力発電の普及に伴い、永久磁石の需

要が増加している。レアアースフリー磁石材料の開発はこれらの市場の成長に応じる

ことが求められる. 

• 消費者と製造業者の理解と受け入れ: レアアースフリー磁石材料の性能低下やコス

ト増加に対する消費者と製造業者の理解と受け入れが必要である. 

これらのニーズを満たすことで、レアアースフリー磁石材料の開発は多角的な利益をもたらし、さ

まざまな分野での応用が期待できます。 

コピー 

生成したアイデアを軸にして展開可能な事業化ストーリーを提案してください。 

コピー 

「レアアースフリー磁石材料の開発」を軸にして展開可能な事業化ストーリーを以下のように提案

できます。 

事業化の背景と目的 
環境とエネルギー需要の増加 

• 電気自動車（EV）と風力タービンの普及により、永久磁石の需要が急激に増加してい

る. 

• 2050 年までに、電気自動車向けのレアアースの需要は現在の 15 倍に達する可能

性がある. 

• 環境保護とエネルギー効率化のために、レアアース依存性を減少させる必要性が高

まっている。 

レアアースの供給リスク 
• レアアースの供給は主に中国が独占しており、地政学的なリスクが高い. 

• レアアースの価格は政策や国際情勢によって大幅に変動する可能性がある. 

事業の位置付けと必要性 
政策的サポート 



• 日本政府の「2050 年カーボンニュートラル」宣言や「科学技術イノベーション総合戦略 

2017」において、レアアースフリー磁石材料の開発が重要な課題として位置付けられ

ている. 

• グリーンイノベーション基金事業も、次世代モーターの開発を推進するための重要な

資金源となっている. 

国際競争力 
• 日本の磁石メーカーは、中国や米国の競争に直面している。レアアースフリー磁石材

料の開発は、競争力の強化に寄与する. 

研究開発と技術開発 
新磁石材料の開発 

• 窒化鉄（α”-Fe16N2）や Sm-Fe 系（TbCu7 型構造）などのレアアースフリー磁石材料

の開発を推進する. 

• ナイロン・マグネティクスのようなスタートアップ企業が、安価で入手しやすい一般的元

素から得られる磁気材料を使用した磁石の製造に取り組んでいる. 

高効率モーターの開発 
• レアアースフリー磁石材料を用いた高効率モーターの開発を目指す。特に、xEV（電気

自動車、プラグインハイブリッド車、ハイブリッド車など）向けのモーターに重点を置く. 

実用化と普及 
モーターシステムの開発 

• レアアースフリー磁石材料を用いたモーターシステムの開発と動作実証を行う。小型

超高速回転モーター駆動システムや風力タービン用モーターなどに適用する. 

産業基盤の強化 
• レアアースフリー磁石材料の製造プロセスを確立し、量産体制を整える。国内外のパ

ートナーシップを通じて、供給チェーンの安定化を図る. 

知的財産と国際協力 
特許戦略 

• レアアースフリー磁石材料とその製造方法に関する特許を取得し、知的財産権を確保

する。特許請求の範囲は、材料の構成、製造方法、応用分野などを広くカバーする. 

国際協力 
• 国際エネルギー機関（IEA）やその他の国際組織との協力を通じて、技術の共有と標

準化を推進する。特に、米国や欧州でのレアアースフリー磁石材料の開発を盛んに行

っている企業や研究機関との協力を強化する. 



ビジネスモデルの構築 
市場需要の把握 

• 電気自動車、風力タービン、家電製品などの市場需要を詳細に分析し、レアアースフ

リー磁石材料の潜在的な市場規模を把握する. 

コスト競争力の確保 
• レアアースフリー磁石材料の製造コストを削減し、競争力のある価格設定を行う。特

に、原料の安定供給と効率的な製造プロセスの確立が重要となる. 

サプライチェーンの構築 
• 国内外のサプライヤーとのパートナーシップを構築し、安定した供給チェーンを確立す

る。地政学的なリスクを最小限に抑えるために、多様な供給源を確保する. 

将来展望 
環境への貢献 

• レアアースフリー磁石材料の普及により、環境負荷の減少とエネルギー効率化が実

現され、気候変動対策に貢献する. 

産業競争力の強化 
• 日本の磁石メーカーが世界的に競争力を強化し、グローバルマーケットでのシェアを

拡大する。新しい磁石材料の開発は、他の技術分野への応用も期待される. 

この事業化ストーリーは、レアアースフリー磁石材料の開発を通じて、環境保護、エネルギー効率

化、産業競争力の強化を同時に達成することを目指しています。 

コピー 
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